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　　　結晶形態 の 異 な るオ ク タカ ル シ ウム リン 酸塩 （OCP）の 加 圧 成形体 の 曲 げ 挙動 と機 械的性 質

　　 ○飯 島まゆ み ，若松宣
一
，駒田裕 了

・
，亀水秀男，玉 置幸道 （朝 日大 ・歯 ・理 ⊥ ）

　　 Mechanical　behavior　of　octacalcium 　phosphate　compact 　with 　various 　crystal 　morphology ！Iijima　M ，

　　 Wakamatsu 　N ，　Komada 　Y，　Kamemizu 　H，　Tamaki 　Y （Asahi　Univ．）：The　purpose 　ofthis 　study 　was 　to　evaluate

　　 the　mechanical 　properties　of 　OCP 　compact 　composed 　with 　OCP −spherulite 　with 　different　size　and 　structure ．

　　 Each　specimen 　was 　molded 　in　the　O．3x2xlOmm 　and 　pressed　at　200MPa 　for　30　minutes ．　Flexural　behavior　of

　　 the 　compact 　was 　examined 　by　3−point　bending　tests．　The　mechanical 　properties　and 　behavior　depended　on 　the

　　 structure 　of 　spherulite ．　The　ratio　ofcore 　and 　outer 　crystal 　was 　suggested 　to　relate　to　the　mechanical 　property

　　 of 　the　cornpact ．

［緒　言］

　第 62 回 の 本学会に お い て 我 々 は ，オ ク タカル シ ウム

リン 酸塩 （  P）の 形 態の 異な る 板状結 晶を用 い て 加圧

成形体を作製 し，  それ ら の 山げ強 さ，Young率，靱
・
「4i

は ， 結晶形態 とサイ ズ に よっ て 変わ る こ と，  成形体

の 機械的性 質 と結晶 の ア ス ベ ク ト比 と の 問に 相関が あ

る こ とを報告 した．今回 は，形態 とサ イ ズ の 異な る OCP

球 品を作製 し，そ れ ら の 加圧成形体 の 3 点 曲げ試験 を

球 晶      の 加圧 成形体の 典型 的な応カ
ー
変位 曲線を

図 2 に，物性を図 3 に 示す．球晶の 形態によ らず ， 成

形体は，最大応力に 達 した後 に継続 して 応 力をかけて

も抗応力を維 持し て お り，破 断 し なか っ た，また，球

晶      の 間 で 曲げ強 さ と密度に 大 き な変化 は 見 られ

な か っ た．しか し，曲げ挙動 は，球品 の 形態 に よ り変

化 した．即 ち，最 も小 さい   の 成形体が最も脆性的 で

あ っ た．球品 が 大きくな る に っ れ，Y・ un ・ 率 が 減 少 し，

行 っ て，曲げ挙動 機械的性質，球晶 の 形態 とサイ ズ　 靱性 が増加 した．また ， 最大応力 に達 した後 の 抗応力

の 関係を調べ た．

［材料お よ び 方法］

　酢酸 カ ル シ ウム 水溶液と リ ン 酸 二 水 素ナ トリウム 水

溶液 を混合し，60℃ の 恒温構中 に 約 20時 間静置 して   P

の 球晶を育成 した．得 られ た結品を蒸留水 に よ り吸引

濾過洗浄 し，37℃ 恒温槽中で乾燥 し た．結晶相を X 線

回折法 に よ り同定 し，形態観 察 とサイ ズ 測定 を光学顕

微鏡 と走査型電子顕微鏡 によ り行 な っ た．結晶約 10mg

を 2xlO  の 金型に充填 し，200MPa で 30分問加圧 した．

6−−8個 の 加圧成形体 （2x10   ，厚 さ約 0．3mm）の 3点 曲げ

試験 （ク 卩 ス ヘ ッ ドス ビー ド O．5mm／min ，ス パ ン 5  ）

に よ り 曲げ強 さ，！i
「
oung 率お よ び 靱性を求 め た．負荷重

（N）か ら応 力（NPa）を算出 し，応 カ
ー
変位 （  ）曲線 に よ り

成形体 の 曲げ挙 動 を 調 べ た．最大荷重 か ら曲げ強 さを，

弾性 変形領域 の 勾 配 か ら Young 率 を計算した ．全 て の

成形体は，最大応力 に 達 した後 も破断 せ ず ， ド部支点

に 支え られ た状態 で 変位 が 続 く た め ，破断点を示 さな

か っ た，そ こ で ， 靱性 を表す指標 と して ，変位 0  か

ら最大応 力に達 した時点の 変位 （  ）まで の 応カ
ー
変位

曲線 の 面積 （  M ’
a ）を用 い た．成形体 の 体積 と重量 か ら

密度 を求 め た ．

［結果 お よ び 考察］

　作製 した 3 種 の 球晶 ：   φ43± 12μ m，  φ ll6± 9 μ

m，  φ 140± 22 μ m を図 ユ に 示す．これ らの 球晶は，コ

ア とそ の 表面 に 成長 した結晶か ら構成 され，両者の 割

合が異なっ て い る．

図 1　 球 晶形態
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を よ り長く維持 し て い た．  は コ ア の 占め る割 合が最

も大き く，  は コ ア よりも表層 に成長 した 結晶の 占め

る割 合が最も大 きか っ た．光顕下 で コ ア 領域は 表層の

結晶領域よ りも緻密で あ っ た こ とか ら，球晶 の コ ア領

域 が 多 い と成 形 体 は 硬 くな り，そ の 結果，Youn 率が大

きくな る，また ，結 晶領域 が 多 い と，結晶同 士 の 嵌合

効呆 に よ り，靭性 が 増加する と考 え られ た ，
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図 2　球 晶       の 加 圧成 形体 の 応 カ
ー
変位曲 線
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図 3　球 晶      の 加 圧 成形 体の 物性
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